
背景

エグゼクティブファーマシストを⽬指した
「地域包括ケアシステムにおける薬物治療学
〜薬剤師が実践する疾病管理〜」研修

○⾚川圭⼦ 1、光本明⽇⾹ 1、⼭元俊憲 1、⽥中佐知⼦ 1、吉川雅之 1、⿑藤清美 1、加藤 ⾥奈1、
⼩川路代1、富⼭弘野1、篠内良介1

1 昭和⼤学薬学部

研修の実施⽅法

l 昭和⼤学では、薬剤師の⽣涯研修として「地域包括ケアシステムにおける薬物治療学〜薬剤師が実践する疾病管理〜シ
リーズ」をオンライン講義・演習として開催している。

l 本プログラムの⽬的は、医師の処⽅⽀援および薬学的知⾒に基づく指導を実践できるコミュニティファーマシストの醸成
である。特に以下を実践できるシン・薬剤師を「エグゼクティブファーマシスト」として取り組んでいる。

実績 l 2023年 4⽉〜 2024年6⽉までに、6シリーズ：全 12 回の研修を実施した。
2016年5⽉〜 2023年3⽉までに、42 シリーズ：全 84 回実施

• 本プログラムは、オンライン講義（約 100 分）の症例演習（約 120 分）の2回構成

l 患者の体調や病態変化などを想定し、
 かかりつけ薬剤師としての技能を磨く演習

l 専⾨医や専⾨薬剤師からコメント

参加者は、症例演習までの課題として、
疾病管理表（マスターSOAP）作成

習った知識を臨床的に系統化し、即応的に提案ができるようにポイントをSOAP形式でまとめたもの(A3⽤紙１-２
枚)。

オンライン講義

⾃⼰学習

オンラインでの症例演習

講義資料の例

⽣理・病態⽣理 最新の論⽂紹介
重症度分類、診断の流れ薬効・薬理

副作⽤発⽣時の
判断基準となる資料

マスターSOAPとは

マスターSOAPの作成例2週間後

l 症例検討時に重要なポイントとなる
知識を確認

l 作成したマスターSOAPを
参加者同⼠で⾒せ合う

症例１
ガイドラインを理解するための症例

４〜５⼈の参加者とファシリテーター

症例検討（約 100 分）

p 患者さんの体調が変化した時に現在服⽤・使⽤している薬について対応⽅法が判断できる
p 薬物治療の有効性と安全性をモニターできる
p 患者さんの⾏動変容につながる具体的なアプローチが出来る

（約100分）

（約120分）

症例２ or 症例１の場⾯２

患者さんの症状・体調が変化した時など、
薬学的な判断が求められる症例討議内容

l 基本的な診断の流れ
l 薬物治療、⾮薬物療法の⽴案
l 観察項⽬や服薬指導内容

症例検討の準備（約 20 分）

対象とした疾患の薬物治療につながる知識

エグゼクティブファーマシストとしての技能向上を⽬指した演習

（参加者全員＋ファシリテーター）

今後の
課題
・

実施予定

👑

講座名 ⽉⽇ 時間 受講料※1 単位数※2 募集⼈数 申込締切⽇

⾼齢者糖尿病 ①9⽉12⽇(⽊)
②9⽉26⽇(⽊)

①19:30-21:15※3
②19:30-21:30 2,500円 2単位 先着35名 9⽉2⽇

慢性腎臓病（CKD） ①11⽉14⽇(⽊)
②11⽉28⽇(⽊)

①19:30-21:15※3
②19:30-21:30 2,500円 2単位 先着35名 11⽉5⽇

頭痛 ①2⽉13⽇(⽊)
②2⽉27⽇(⽊)

①19:30-21:15※3
②19:30-21:30 2,500円 2単位 先着35名 2⽉3⽇

※ 1:2回分で2,500円ですが、1回⽋席時の返⾦はありません。※ 2:昭和⼤学薬学部 薬剤師⽣涯研修 認定単位※ 3:本プログラムに初めて参加される⽅には、①19:05〜または 21:15〜 疾病管理表作成⽅法などを説明します（約 15 分）

l 今後もシン・薬剤師に必要な知識・技能を醸
成できる講義・演習を実施してく予定である。

l 課題は、多疾患患者（ポリファーマシー患
者）に対応する演習を取り⼊れることである。

l 参加者であるシン・薬剤師からの感想
u 受け⾝の研修が多い中、⾃分から学ぼうと意識が変わった。
u 参加者が活発に意⾒を述べるので、⾃分と違う視点がある事に

気付かされ有意義だった。
u 講義でマスターSOAPをまとめることにより、知識の整理や

アップデートを⾏う習慣ができた。
u 講義で取り上げられていない疾患に関しても、マスターSOAP 

を作り業務に活かしている。

合計 48シリーズ：全 96 回実施


